
　市内には、地域住民が身近に、気軽に集まることので
きる地域の居場所“つどい場”がたくさんあります。それ
ぞれの特色を生かし多様なカタチで運営されており、そ
の中では住民同士の様々なつながりが生まれています。
　今回は、南甲子園地区の「つどい場 このゆびとまれ」
の活動を通して、つどい場の魅力をお伝えします。あな
たに合ったつどい場にぜひお出かけください！

日　時：毎週月曜日・金曜日13：30～ 16：00
 毎週土曜日12：00～ 15：00
 ※土曜日は「かあちゃん食堂」として食事提供
場　所：甲子園九番町
※参加費あり

　子どもから高齢者、障害のある方など誰でも来られる地域みんなの
居場所です。ここにきたら誰かいる、話ができる、話を聞いてもらえる、
そういう場にしたいと思って始めました。参加者の中には家族を介護
している方、一人暮らしをしている方、小さい子ども連れの方など様々
な方がいます。それぞれ抱えている悩みはあるけれど、つらい胸の内

を話すこともあれば、何気ない話で大笑いしたり、真剣に作り物をしたりすることもあ
ります。
　何か決まったプログラムがあるわけではなく、家にある着物がもったいないという話
になれば、イベントで着物体験をしたり、リメイクして洋服や小物にしたり。また、道
の駅に行きたいとの声があればみんなで遠足に行きます。私やみんなの“思い”をカ
タチにしてくれる多くの人に支えられて、つどい場ができていると感じています。

個人やグループ、団体など運営し
ている方は様々です。これまで地
域活動をしたことがない方も、気
軽に始められる取り組みです。

できます。つどい場で出
会って友達になる方も多
くいらっしゃいます。

個人宅や自治会館・集会所、店
舗、レンタルスペース等を活用
し、市内の様々な場所で実施さ
れています。

お茶会、食事会、学校に行きづらい
子や親の居場所、認知症カフェ、子
ども食堂等様々なカタチがあります。

つどい場のチカラ

自宅の一部を活用した住み開き
型のつどい場で、お茶を飲みな
がら思い思いに過ごせる地域み
んなの居場所。

　ここにいる人はみんな温かいのでほっと
落ち着きます。それぞれ個性はあるけれど、
押しつけず一人ひとりを受け入れてくれます。
スタッフの皆さんは信頼でき、雑談から生
活の中での困りごとや悩みごとまで何でも

話せます。ご自宅でされているので、家庭的な雰囲気があり、
大家族に囲まれているリビングのようです。

　最初は参加者として参加していました
が、声を掛けられてスタッフになりました。
スタッフになってもみなさんと一緒に過ご
すのが楽しいです。みなさんの話を聞く
ことは勉強になることが多く、認知症や

介護のことも少し分かってきたように思います。日々、大
変なことがあったとしても、つどい場にいる時間を「楽しい」
と思ってもらいたいです。みなさんの明るい笑顔を見るの
が私の原動力です。

ここにきたら誰かいる。そんな居場所にしたい
大家族のリビングのような場所

みなさんの笑顔が原動力

＊近くのつどい場に行ってみる　＊自分でつどい場をやってみる　＊つどい場を応援する（ボランティアや寄付等）

つどい場Q＆A

あなたの身近な“つどい場”あなたの身近な“つどい場”
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この広報紙は、市民のみなさまからご協力いただきました「赤い羽根共同募金」の配分金及び「社協会員会費」で作成しています。

西宮市社会福祉協議会

福祉施設の維持管理
2095万8千円（0.77%）

共生のまちづくり事業
9787万4千円（3.61%）

総合相談支援事業
1億8318万7千円（6.76%）

地域福祉活動の
推進事業
2億2139万8千円（8.17%）

総合福祉センター事業
3億2812万2千円（12.11%）

障害者の生活支援
4億9604万1千円（18.30%）

育成センターの
運営・管理
12億5424万6千円（46.28%）

法人運営
1億817万7千円（3.99%）

　第９次地域福祉推進計画の福祉目標　『“つながる”“認め合う”“話し
合う”あなたと共に創り出す「共生のまち」』をめざしながら、今年度
も市民の皆様と一緒に活動をすすめていきます。

市民や団体等と一緒に「能登半島地震」の被災地支援を行いながら、西宮での災
害に備える体制整備にも取り組んでいきます。

つながりを大切にした地域福祉活動の推進
●ポストコロナの時代に応じた新たな地域活動展開
●多文化共生のまちづくりの推進
子どもたちと共に創り出す共生のまち
●子どもたち自身が地域づくりに参画できる取り組みの推進
● 子ども支援団体と連携した子どもが主役の活動づくり

共創による共生のまちづくりの拠点づくり
● 「共生型地域交流拠点」（市内9カ所）の活動推進と普及にむけた取り組み
● 重い障害のある人たちと創る北部地域の活動拠点

お問い合わせ 総務課　TEL.0798-34-3363　FAX.0798-35-5500

お問い合わせ 総務課 TEL.0798-34-3363　FAX.0798-35-5500

お問い合わせ

西宮市障害者就労生活支援センター「アイビー」
（総合福祉センター２F）
TEL.0798-22-2725　FAX.0798-22-2724
相談受付時間　月曜～金曜　9:00 ～ 17:30
 （土、日、祝日、年末年始は休み）

❖ ❖

　西宮市障害者就労生活支援センター「アイビー」では障害のある人が安心してはた
らき続けることが出来るよう、相談を受け付けています。障害者手帳の有無は問い
ませんのでお気軽にご相談ください。

　ご本人、ご家族、支援者、初めての方、どなたでも参加可能
日時：6月29日（土）10時～ 11時30分
場所：西宮市総合福祉センター　体育館
内容：体を動かしてみんなで楽しもう
詳細や申し込み方法はホームページまたは
下記にお問い合わせください

●就労に関する相談
「働きたいが自信がない」、「何から始めたら良いかわからない」、「仕事が続かない」、

「進路に不安を感じている」など、ご本人やご家族からの相談を受け付けております。また、
就労相談や職場体験、就職後のフォロー等も行っています。

●雇用に関する相談
　障害者雇用の検討、実際の業務内容や障害のある人への配慮等に関するご相談も受け
付けています。

西宮市社会福祉協議会  職員募集
“共生のまち 西宮”の実現をめざして、私たちと一緒に働きませんか？
西宮市社協では、正規職員（総合職・支援専門職）の採用試験を実施します。

職種 総合職 支援専門職

職務内容
地域支援をはじめ、管理・企画
運営など、幅広い業務を担う職員

福祉の専門知識やスキルをもって、
主に介護や相談業務を担う職員

受験資格

平成２年４月２日以降に出生し、
下記の要件に該当する者
●４年生大学卒業と同程度の学力
がある人
※ただし、社会福祉士の資格取得
者（取得見込み含む）の方が望ま
しい

下記の要件に該当する者
●社会福祉士、介護福祉士、精神
保健福祉士、相談支援専門員の
いずれかの資格取得者（取得見
込み含む）

●普通自動車運転免許取得者（AT限定可、採用日までの取得見込み可）

試験日
令和6年７月１３日（土）筆記試験
令和6年８月１７日（土）面接試験等

令和6年7月１３日（土）
筆記試験および面接試験

採用日 令和6年１０月１日または令和7年４月１日

いずれも募集人員は若干名、勤務時間や報酬、申し込み期間等の
詳細についてはホームページをご覧ください。

ホームページ採用情報

事前説明会を実施します（申込み要）
日時:令和6年6月17日（月）13:30 ～ 15:30
場所:西宮市総合福祉センター

事前説明会の
申し込みフォームは
こちら

障害のある人と企業をつなぐ「アイビー」

中学生・高校生（および同年代の方）を対象に、身近な福祉やボランティア活動につ
いて、仲間と一緒に学ぶ講座を夏休み期間に開催します。一緒に、楽しい夏の思い
出づくりをしませんか。3日間参加していただく講座です。
【日時・内容】①7月30日（火） 10時～ 15時　「みんなでカレーづくり」
  持ち物：エプロン・三角巾
 ②8月1日、2日、5日、6日 12時30分～ 15時30分　「施設でボランティア」
 　※いずれか1日を選択
 ③8月9日（金） 10時～ 12時　「ふりかえり」
【場　所】西宮市総合福祉センター内
【対　象】市内在住・在学の中高生及び同年代の方　【参加費】500円 (カレー材料代）
【定　員】20名（先着順）【申込】7月8日（月） 9時より受付
【お申し込み・お問い合わせ】
右記二次元コードまたは電話、FAXまたはメール
（氏名（ふりがな）・住所・年齢・性別・電話番号を明記）で申し込み。
地域福祉課 ボランティアセンター
TEL.0798-23-1142　FAX.0798-23-3910
E-mail：volavola@n-shakyo.jp

認知症についての正しい知識を身につけるための講座です。受講された方には、
オレンジリングをお渡しします。
【日　時】7月19日（金）10：30～ 12：00　【場　所】鳴尾支所３階集会室
【対　象】市内在住、在勤、在学者　【参加費】無料　【定　員】30名（先着順）
【申込期間】6月25日（火）10時～ 7月18日（木）
【お申し込み・お問い合わせ】
右記二次元コードまたは電話、FAXまたはメール
（氏名（ふりがな）・住所・年代・電話番号を明記）で申し込み。
地域福祉課 地域福祉係
TEL.0798-23-1140　FAX.0798-23-3910
E-mail：ninsapo@n-shakyo.jp

❖   サマーボランティアスクール （3回連続講座）

❖   認知症サポーター養成講座

お申し込みは
こちら

お申し込みは
こちら
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